
課題名：「シャインマスカット」の高品質安定生産技術の確立（令６～８） 

 

内容：「シャインマスカット」は消費者、生産者ともニーズが極めて高く、市場

からは加温栽培から冬期の冷蔵果実に至るまで、高品質な果実の安定供給

が求められています。しかし、加温栽培では天候によって糖度上昇が不十

分であることや、生理障害の多発年には秀品率が低下すること等が問題と

なっています。そこで近年、果樹の分野でも関心が高まっているスマート

環境制御を導入し、高品質で生理障害の発生が少ない果実の安定生産技術

の確立を目指します。 

 

 

 

果樹研究室ＨＰへ 

農業研究所ＨＰへ 

 

高糖度の｢シャインマスカット｣の栽培が安定し、ブランド力の強化につながる

得られた成果を組み合わせて実証

暗期中断による長日処理

有効な
処理の
組合せ

加温栽培における室内環境のモニタリング 未熟粒混入症の発生果房

補光による糖度上昇効果

測定データをスマートフォンに転送

スマートフォンに表示された温度データ

発症
果粒

14

15

16

17

18

19

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

糖
度
(º
B
ri
x)

果粒軟化後日数(週)

補光

無処理
ns

*

**

ns

https://www.pref.okayama.jp/page/780487.html
http://www.pref.okayama.jp/soshiki/235/

